
桐生厚生総合病院を受診された小児患者さんと保護者様へ 

 

当院では下記の臨床研究を実施いたします。 

本研究の対象に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用または提供される

ことを希望されない場合には、下記の問合せ先にご連絡ください。 

 

研究課題名：NICUに入院した児を持つ母親の精神状態に影響する要因 

～過去５年間のエジンバラ産後うつ質問票調査１）から見えてきたもの～ 

・研究責任者：阿左美 まゆ美（桐生厚生総合病院 NICU） 

・本研究の目的：NICUに入院した児を持つ母親の精神状態に影響する要因を明らかにする。 

・調査データの該当期間：令和２年４月から令和 7年 3月末 

 

研究方法（使用資料等）とデータの利用について 

・対象となる患者さん：上記期間内に当院 NICUに入院した小児患者さんと保護者様 

・利用する情報：電子カルテ内のデータより 

小児患者さん：在胎週数、出生体重、状態 

お母様：出産回数、年齢、不妊治療の有無、妊娠前からの持病の有無、妊娠経過の問題

の有無、精神科既往の有無、特定妊婦の有無、２週間以内の退院支援介入の

有無、分娩方法、２週間以内の保健師介入の有無、エジンバラ産後うつ質問

票の得点と内容、２週間健診に関わった助産師のプログレスノート２）、社会

的背景 

・情報の他研究機関への提供：情報の提供はありません 

・個人情報の取り扱い：IDや氏名等の患者さんを特定できる個人情報は利用いたしません。 

また、研究成果は学会発表や論文等で発表を予定していますが、その

際も患者さんを特定できる情報は利用しません。 

・注釈 

１）エジンバラ産後うつ質問票：産後うつ病を発症する危険性を評価するための質問票です。 

２）プログレスノート：医療現場で使われる経過記録のことです。 

本研究の利益相反 

利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先：桐生厚生総合病院 NICU 阿左美まゆ美 電話：0277-44-7171 


